
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

暴力・暴言 ゼロ宣言！！  

 「六中は学校内のすべての活動において、暴力（体罰） 

暴言（不適切な指導）をゼロにします」 
このことは、生徒と生徒、生徒と教師、保護者と教師のすべての関係 

において宣言したいと思います。この宣言は、目標に向かって頑張ると 

いう趣旨のものではありません。あたりまえのことですが、相手の人権を大切にして、相手の気持

ちを考えて行動すれば、あえて宣言するまでもありません。しかしながら最近の社会は、子どもも

大人も相手を誹謗中傷したり、人格を否定したりと、対面でのコミュニケーションが苦手な人が多

くなっていると感じています。 

これからも引き続き、学校教育目標である「やさしく たくましく 生きる人間に成長しよう」

の実現に向けて教育活動を行っていきますので、ご理解ご協力をお願いします。 

 

あぶない！！（スケアードストレイト） 

１月２２日（水）に体験型自転車交通安全教室を実施しました。 

校庭に交差点をつくり、自転車の間違った乗り方や事故等を再現して、 

事故の恐怖を体感しました。事故の場面で、どうすれば事故を回避で 

きるのかを皆で考える機会となりました。 

日頃、使用する機会の多い自転車ですが、間違った乗り方を 

すると自分が危険なだけでなく、他人を傷つける凶器にもなり 

ます。みんながルールを守ることで、安全に通行できることを 

改めて学びました。 

体を張ってスタントしてくださった方、ありがとうございました。 

 

クリーンエネルギー（太陽光発電） 

屋上に太陽光発電のパネルが設置されました。目的は、①温室効果ガス排出量 

の削減、②非常時における避難所の電源確保、③再生可能エネルギーの普及啓発です。 

 屋上の太陽光パネルを見る機会がないので、写真で紹介します。 

 

 

 

 

 

 



文責 校長 

学校評価アンケート（後期）   
２学期末に学校評価アンケートを実施しました。今回は約５８％の保護者の 

方から回答をいただきました。この結果を、今後の学校経営に活かしてまいり 

ます。 

今後も学校ホームページ等で情報発信に努め、保護者が来校できる機会を 

多くしまいります。引き続き、本校の教育活動にご理解、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校ホームページには、普段の学校の様子を発信しています。また、緊急時の連絡の手段として

情報発信することもあります。表題上部のQRコードからご覧ください。 

生徒 保護者
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令和６年度　学校評価　【全校共通項目】　（　12　）月実施

学校は、体験活動を取り入れていると思いますか。

学んだ知識や技能を活用して、発表したり表現したりする機

会はありますか。（生徒のみ回答）

お子さんは、日頃から読書に親しんだり、図書資料を使って

調べ学習をしたりしていますか。

お子さんは、毎日の学習でタブレットを活用していますか。

お子さんは、運動やスポーツに親しんでいますか。

お子さんは、望ましい食習慣が身についていますか。

学校は、保護者や地域の方々と共に、子どもを育てる取組を

進めていると思いますか。

学校には、一人一人のニーズに対応したきめ細やかな支援体

制が整っていると思いますか。

お子さんは、調べたいことやわからないことを自分から調べ

るなど、色々なことに興味を持って学習に取り組んでいます

か。

【考察】生徒・保護者　

評価項目　（生徒には同趣旨の質問をしています）

お子さんは、友だちと「お互いの良さを認め合う」ような関

係づくりができていますか。

お子さんは、目標を持って学習したり生活したりしています

か。

考　察

・生徒の肯定率がほぼ100％

・人の良いところを認めることは、その人の自己肯定感の向上に

　つながります

・生徒の評価が前期より８％向上

・３年生が受験体制になったことが反映されたと思われる

・保護者と生徒との意識に差がある

・知的好奇心・探求心は学びの根源

・次年度は生徒回答80％を目指します

・保護者の肯定意見が4%向上した

・一人ひとりを大切にした指導、相手に軸足を置いた指導を

　心掛けていきます

・保護者の肯定意見が17%向上した

・机上の学びではなく、実際に体験をした学びは定着します

・生徒の肯定意見が13％向上した

・次年度もインプットした知識や技能をアウトプットする授業

　づくりを目指します

肯定的評価の割合　％　　（　）は前期

・読書は心の栄養になります

・一人5冊/年の貸し出しを目標にします

・来年度は読書を経営重点にしたい

・生徒は学校での学習、保護者は家庭での学習を回答していると

　思われる

・タブレットで課題を出して家庭で取り組めるとよい

・成長期に適度な運動は必要である

・部活動は盛んに活動している

・生徒は学校給食のこと、保護者は家庭での食事のことを回答

　していると思われる

・バランスよく何でも食べ、フードロスを減らしたい

・職場体験は教育的効果が高く次年度も継続

・ボランティア活動を推奨し、多くの生徒が取り組みました


